


近代文人画の巨匠と謳われる鉄斎は、

大正13年（1924）12月31日、数え89歳

で没しますが、同年夏頃から自身の健

康を喜びますますの長寿を願って、作

品に「九十翁」あるいは「九十叟」などと

自署しました。最晩年を示すこれらの

落款は「九十落款」といわれ、老年を感

じさせない雄渾な筆致と融通無碍な

墨色、鮮やかな彩色が高く評されてい

ます。九十歳の落款を有する書画を通

して、鉄斎が至った自在の境地をご堪

能ください。

鉄斎は敬神の念に篤く神官を歴任し

たことは広く知られていますが、仏教に

も親しみ造詣を深めました。さまざま

な経典を渉猟し、各地の高僧と親交を

深め、寺院で拝観した仏像や仏画を写

して画嚢に蓄え、それらを源泉に数多

くの仏画を描きました。また仏教、儒

教、道教が究極では一致するという思

想を描いた三教図からは、鉄斎の宗教

観を窺うことができます。宗旨に偏る

ことなく、広く神仏を敬仰した鉄斎の

仏画をご覧ください。

古来より憧憬の地として親しまれてきた

霊峰富士山。「万巻の書を読み、万里の

路を行く」という文人の理想を実践した

富岡鉄斎は、明治8年（1875）に富士登

頂を果たし、生涯を通してその雄大な

山容を描きました。本展では金雲たなび

く全景図と岩肌が荒 し々い山頂図を描

く傑作《富士山図》屏風をはじめ、浮

島ヶ原や伊勢夫婦岩から眺めた遠望図

など多様な富士の姿を紹介します。登

山道中を記録した筆録と合わせてお楽

しみください。

富岡鉄斎（1836～1924）は、京都

の法衣商十一屋伝兵衛維叙の次

男に生まれました。はじめ学問

の道を志し、画は文人の嗜みと

して10代後半から学びました。

生涯の恩人大田垣蓮月の薫陶を

受け、青年期には勤皇思想に傾

き国事に奔走しました。大鳥神

社などの宮司を勤め、荒廃した

神社の復興に尽くしています。

明治14年に帰洛後は、学者を自

任し京都美術学校で修身を教え

る一方、京都美術協会と日本南画協会の設立にも加わりました。

「万巻の書を読み、万里の路を行く」ことを実践して得た該博な知

識により、画壇において独自の地位を確立し、数え89歳で亡くなる

まで万余の作品を遺しました。帝室技芸員、帝国美術院会員。


